
清和大学

清和大学 数理・データサイエンス・AI教育プログラム

学部・学科によって、修了要件は相違しない

法学部

令和６年度以前又は令和７年度より、履修することが必須のプログラムとして実施

修了要件は、プログラムを構成する授業科目「情報リテラシー」（2単位）を修得すること。

⑤プログラム構成科目

必要最低科目数・単位数 1 科目

2 単位

授業科目 単位数 1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 2-1 2-2 2-3 3-1 3-2 4-1 4-2 4-3 4-4 4-5 4-6 4-7 4-8 4-9 その他

情報リテラシー 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（２）選択必須科目（プログラムを修
了するために一定の条件のもと履修
しなければならない科目）

（３）選択科目（プログラムを構成する
科目のうち「必須科目」「選択必須科
目」のいずれにも該当しない科目）

（１）必須科目（プログラムを修了する
ために必ず履修しなければならない
科目）

※卒業要件上の必修科目とは必ずし
もイコールではない

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和８年度申請用

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ プログラム履修必須の有無

④ 修了要件

様式１

リテラシーレベルのプログラムを構成する授業科目について

大学等名

プログラム名

モデルカリキュラム対応状況



⑥ プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれているスキルセットのキーワード

1-1

【社会で起きている変化】(第2回)
・ビッグデータ、IoT、AI、生成AI、ロボット
・第4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会
・人間の知的活動とAIの関係性

1-6

1-6. 【データ・AI利活用の最新動向】(第6回)
・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、強化学習、転移学習、生成AIなど）
・AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミー、商品のレコメンデーション
など)
・基盤モデル、大規模言語モデル、拡散モデル

1-2

【社会で活用されているデータ】(第4回)
・調査データ、実験データ、人の行動ログデータなど
・1次データ、2次データ、データのメタ化
・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）
・データ作成（ビッグデータとアノテーション）

1-3

【データ・AIの活用領域】(第5回)
・データ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など)
・研究開発、調達、製造、物流、販売、マーケティング、サービスなど
・仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替、新規生成など

1-4

 【データ・AI利活用のための技術】(第5回)
・データ解析：予測、グルーピングなど
・データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、関係性の可視化、地図上の可視化など
・非構造化データ処理：言語処理、画像/動画処理、音声/音楽処理など
・特化型AIと汎用AI、今のAIで出来ることと出来ないこと
・マルチモーダル（言語、画像、音声 など）、生成AIの活用（プロンプトエンジニアリング）

1-5

【データ・AI利活用の現場】(第6回)
・データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、
・教育、芸術、製造等におけるデータ・AI利活用事例紹介

3-1

【データ・AIを扱う上での留意事項】(第3回)
・倫理的・法的・社会的課題（ELSI：Ethical, Legal and Social Issues）
・データ倫理
・AI社会原則（公平性、説明責任、透明性、人間中心の判断）
・データ・AI活用における負の事例紹介

3-2

【データを守る上での留意事項】(第3回)
・情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介
・サイバーセキュリティ
・データを守るための原則（情報セキュリティの3要素（機密性、完全性、可用性））
・データを守るための方法（暗号化と復号、匿名化、ユーザ認証とアクセス制御）

2-1

2-1. 【データを読む】(第7回,第8回,第11回)
・データの種類（量的変数、質的変数）
・データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）
・代表値の性質の違い（実社会では平均値＝最頻値でないことが多い）
・データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）、外れ値　・相関　・クロス集計表

2-2

【データを説明する】(第8回,第11回,第13-15回)
・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、箱ひげ図）
・優れた可視化事例の紹介（可視化することによって新たな気づきがあった事例など）
・相手に的確かつ正確に情報を伝える技術や考え方（スライド作成、プレゼンテーション
など）

2-3
2-3.  【データを扱う】(第7回,第8回,第10回)
・データの集計（和、平均）
・データの並び替え、ランキング

⑦プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

本プログラムを通じて、学生はデータサイエンスとAIの基礎理論や技術を系統的に学び、
データの収集、整理、解析、可視化の一連のプロセスを実践できるスキルを身に付けま
す。これにより、データに基づく意思決定の重要性を理解し、得られた情報を正確に読み
解いてわかりやすく説明する力が養われるとともに、その活用方法を考えられるようにな
ります。また、データ活用に伴う倫理的観点や情報セキュリティの問題にも意識を向け、
状況に応じて適切な判断を下せる能力を育むことができます。

（５）実データ・実課題（学術
データ等を含む）を用いた演
習など、社会での実例を題材
として、「データを読む、説明
する、扱う」といった数理・デー
タサイエンス・ＡＩの基本的な活
用法に関するもの

（４）活用に当たっての様々な
留意事項（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原則等）を
考慮し、情報セキュリティや情
報漏洩等、データを守る上で
の留意事項への理解をする

授業に含まれている内容・要素

（３）様々なデータ利活用の現
場におけるデータ利活用事例
が示され、様々な適用領域
（流通、製造、金融、サービ
ス、インフラ、公共、ヘルスケ
ア等）の知見と組み合わせる
ことで価値を創出するもの

（１）現在進行中の社会変化
（ 第 ４ 次 産 業 革 命 、 Society
5.0、データ駆動型社会等）に
深く寄与しているものであり、
それが自らの生活と密接に結
びついている

（２）「社会で活用されている
データ」や「データの活用領
域」は非常に広範囲であって、
日常生活や社会の課題を解
決する有用なツールになり得
るもの



様式２

①プログラム開設年度 令和7 年度（和暦）

②履修者・修了者の実績（「学生数」「入学定員」「収容定員」は令和７年５月１日時点で記載）

うち女性 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

法学部法律学科 616 96 151 760 164 124 164 22%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 616 96 151 760 164 124 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 164 22%

学生数 令和5年度 令和4年度 令和3年度

リテラシーレベルのプログラムの履修者数等の実績について

学部名称
入学
定員

収容
定員

令和7年度 履修者数
合計 履修率

令和2年度令和6年度



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式３

①

(常勤） 28 人

（非常勤） 35 人

②

2 人

③

（責任者名） 手塚一郎

（役職名） 学長（兼・教学部長）

④

（名称） 教学委員会

⑤

（名称） 教学委員会規程

⑥

⑦

【教学部長】
 [学長] 手塚 一郎 法学部法律学科 教授 [プログラム運営責任者]
【教学委員】
後藤 雅彦 法学部法律学科 教授
園田 康博 法学部法律学科 教授
渡邊 美樹 法学部法律学科 教授
大倉 直子 法学部法律学科 准教授
加納 久子 法学部法律学科 准教授 [プログラム統括担当者]
百合草 浩治 法学部法律学科 准教授
酒本 夏輝 法学部法律学科 講師
伊禮 誠汰 法学部法律学科 助教
学務課課長補佐、学務課主任
※令和7年の申請時の教学委員会の体制を記載

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

本プログラムの体制は、数理・データサイエンス・AIに関する効果的な教育を
実現することを目的としています。そのために、プログラム全体の管理・運営
を担い、カリキュラムの設計や内容の検討、必要に応じた見直しを行います。
また、教育の質を継続的に向上させるため、自己点検・評価を実施し、得られ
た結果を基にプログラムの改善・進化に反映させます。あわせて、文部科学
省へのプログラム認定申請をはじめとする各種手続きを適切に行い、大学全
体としての数理・データサイエンス・AI教育を確かなものとする包括的な仕組
みとして機能させていきます。

体制の目的

全学の教員数

プログラムの授業を教えている教員数（令和７年度）

プログラムの運営責任者

プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

具体的な構成員



⑧

令和７年度履修率 22%

令和８年度予定 50%

令和９年度予定 75%

令和10年度予定 100%

令和11年度予定 100%

⑨

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

本プログラムは、1年次の必修科目のみから構成され、令和7年度以降、全学
生が年次進行に伴って履修する。そのため、履修者数および履修率は年次
進行に応じて段階的に向上し、令和10年度には全学生への履修が達成され
る見込みである。

本プログラムは1年次の必修科目のみで構成されており、令和7年度以降、全
学生が年次進行に伴って履修する。そのため、追加の体制・取組を要さずと
も、全学生が受講可能な体制が教育課程の中に組み込まれている。

本プログラムは、1年次の必修科目のみから構成され、令和7年度以降、全学
生が年次進行に伴って履修する。具体的な周知方法・取組として、大学ホー
ムページにおいて本プログラムの目的や内容を学内外に広く発信するととも
に、初回授業時にプログラムの趣旨や到達目標を説明し、学生への理解促
進と履修意識の向上を図る。

具体的な計画

履修者数・履修率の向上に向けた計画 

学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等



⑪

⑫

できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

本プログラムは、1年次の必修科目のみから構成され、令和7年度以降、全学
生が年次進行に伴って履修する。サポート体制として、教学ガイダンスやWeb
履修登録ガイダンスの中で、1年次必修科目としての位置付けを説明するとと
もに、学務課窓口で、学生からの履修に関する個別相談にも随時対応できる
体制を整えている。

学習管理システム（LMS：Google Classroom）を活用し、授業資料や課題、参
考教材等を随時配信するとともに、コメント機能を通じて授業時間外において
も個別の質問に対応できる体制を整備している。授業時間内には、教員によ
る対面での学習指導や質問対応を実施し、授業時間外においても、担当教員
が設定するオフィスアワーを活用することで、学修内容に関する質問・相談に
継続的に応じる体制を整備している。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

① 教学委員会

手塚一郎

学長（兼・教学部長）

② 自己点検・評価体制における意見等

自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状況

本プログラムは令和7年度入学生より1年次の必修科目として教育課程に組み込ま
れており、令和7年度のプログラム対象科目である「情報リテラシー」においては、履
修者数164名、修得者数124名、単位修得率は76％となった。年次進行に伴い全学
生が順次履修するため、全学履修率は令和7年度の22％から、令和8年度50％、令
和9年度75％と段階的に向上し、令和10年度以降には100％に到達する見込みであ
る。

学修成果

令和7年度の本プログラム履修者164名の成績分布は、S評価17％、A評価17％、B
評価18％、C評価23％であり、単位修得者は124名、単位修得率は76％であった。
S・A・B評価の上位層が計86名（52％）と過半数を占め、プログラムの到達目標を高
い水準で達成している学生が多いことが確認できる。一方で、D評価3％、E評価2％
に加えてF評価19％が存在しており、受講継続や学修意欲の向上に向けた支援の
充実が今後の課題となっている。

学生アンケート等を通じた学生の
内容の理解度

令和7年度のプログラム対象科目である「情報リテラシー」の授業アンケートにおい
て、全クラスの5点満点中の平均値として、教材の有用性（4.31）、シラバスへの準拠
（4.30）、授業内容の理解度・スキル向上（4.20）をはじめ、多くの項目で4点以上の高
い評価が得られた。全体として授業の質および学生の理解度は良好な水準にある
と判断される。一方、授業の進行速度（3.51）については、「やや速い」と感じる学生
も一定数いることから、今後は説明の区切り方や補足資料の活用等により、理解を
一層促進する工夫が必要である。引き続きアンケート結果を授業改善に反映させて
いく。

学生アンケート等を通じた後輩等
他の学生への推奨度

授業の質向上を目的として、毎年度「授業改善のためのアンケート」を実施してい
る。アンケート結果をもとに、担当教員は授業の良好な点や改善点、学生の学修状
況を踏まえた次年度の改善計画を整理し、一覧として取りまとめている。これらの結
果は教職員および学生に共有しており、図書館でも閲覧可能としている。こうした仕
組みにより、授業改善の状況を可視化し、在学生および後輩学生への有用な情報
提供を行っている。

全学的な履修者数、履修率向上
に向けた計画の達成・進捗状況

本プログラムは1年次必修科目として教育課程に体系的に位置付けられており、年
次進行に伴い全学生が順次履修する仕組みとなっている。令和7年度の履修率は
22％であるが、令和8年度50％、令和9年度75％と段階的に向上し、令和10年度以
降には100％に到達する計画である。また、履修状況については教務データにより
継続的に把握し、必要に応じて適切な改善を行う体制を整備している。

自己点検・評価について

プログラムの自己点検・評価を行う体制

自己点検・評価の視点

（責任者名）

（役職名）

学内からの視点



自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等自己点検・評価の視点

学外からの視点

教育プログラム修了者の進路、
活躍状況、企業等の評価

本プログラムは令和7年度入学生より開始されたため、現時点では卒業生は在籍し
ておらず、修了者の進路・活躍状況および企業等からの評価を把握できる段階にな
い。今後、学生が卒業する時期に合わせて、進路追跡調査等を通じ、本プログラム
で培った数理・データサイエンス・AIに関するリテラシーが実社会においてどのよう
に活かされているかを継続的に把握・評価していく予定である。

産業界からの視点を含めた教育
プログラム内容・手法等への意
見

本プログラムは令和7年度に開始されたため、現時点では産業界からの直接的な意
見は得られていない。しかし、数理・データサイエンス・AIの基礎素養を全学生が身
につけることは、産業界からも重要視されている。今後はキャリアセンター等を通じ
て関係者の意見を収集し、教育内容・手法の継続的な見直しを行うことで、社会的
要請に応じた教育の充実を図る予定である。

本プログラムでは、オープンデータを用いたデータ分析演習を通じて、学生自らが
データを扱い、可視化や分析を行うことで、学ぶことの楽しさを体感できるようにして
いる。また、生成AIの仕組みや利活用、情報セキュリティや著作権といった内容を扱
うことで、これらの知識が現代社会において不可欠であることを理解させ、学ぶ意義
を明確にし、主体的な学修意欲の喚起につなげている。

本プログラムでは、毎年度実施する授業アンケートおよび授業改善アンケートの結
果を担当教員がフィードバックとして取りまとめ、次年度の授業内容・教授方法の改
善に反映させている。また、データサイエンスやAI技術の急速な進展に対応するた
め、シラバスの内容を定期的に見直し、最新の技術動向や社会的ニーズを踏まえ
た教育内容の更新を継続的に行っている。これらの取り組みを通じて、学生にとって
常に実践的かつ有益な教育プログラムとなるよう、PDCAサイクルに基づく継続的な
改善を図っていく。

内容・水準を維持・向上しつつ、より「分
かりやすい」授業とすること

※社会の変化や生成AI等の技術の発展
を踏まえて教育内容を継続的に見直す
など、より教育効果の高まる授業内容・
方法とするための取組や仕組みについ
ても該当があれば記載

数理・データサイエンス・ＡＩを「学ぶ楽し
さ」「学ぶことの意義」を理解させること
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清和大学教学委員会規程 

 

（目的） 

第１条 本学における、教務に関する事項の審議及び運営のため教学委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 （組織） 

第２条 委員会は、次に掲げる者をもって構成する。 

一 教学部長 

二 教授会から選出された専任教員 

三 学務課長 

四 教授会から選出された職員 

（任期） 

第３条 前条第２号及び第４号の委員の任期は、１年とする。ただし、再任は妨げない。 

 （委員長） 

第４条 委員会の長は、教学部長をもって充てる。 

 （権限） 

第５条 委員会は、次の事項を管掌する。 

 一 教育課程（教養教育を含む）に関する事項 

二 時間割の作成に関する事項 

 三 学生の履修登録に関する事項 

 四 学生（新入学生・編入学生を含む）の単位認定に関する事項 

 五 学生の休学・復学・転コース・在籍希望・転学・留学・退学・除籍に関する事項 

 六 研究生、科目等履修生、特別聴講生及び委託生に関する事項 

 七 外国人留学生に関する事項 

 八 削除 

 九 削除 

十 その他、学長又は教授会から諮問又は委託された事項 

 （委員会の開催） 

第６条 委員会は、委員長が招集し、その議長となる。 

２ 委員会が必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことができる。 

 （議事録） 

第７条 委員会は、開催の都度、議事録を作成し、次の事項を記載しなければならない。 

 一 開催の日時及び場所 

 二 出席の状況 

 三 議案審議の概要 

四 決定事項の内容 

２ 議事録は、本学専任の教職員の閲覧請求により閲覧の用に供される。 

 （幹事） 

第８条 委員会に、資料の整理、議事録作成等の事務を処理するため、幹事を置く。 

２ 幹事は、学務課長をもって充てる。 

 （その他） 

第９条 委員会の運営に関し必要な事項は、委員会が定める。 

 （規程の改廃） 

第10条 この規程の改廃は、委員会が立案し、学長室会議及び教授会の議を経て、学長が決定する。 

 

   附 則 

 この規程は、平成6年4月1日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成21年11月5日から施行する。 
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 ２ 清和大学入学試験委員会規程は、これを廃止する。 

   附 則 

 この規程は、平成25年5月9日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成27年4月1日から施行する。 

 （平成27年2月12日「第5条」改正、「第10条」新設） 

   附 則 

 この規程は、平成31年4月4日から施行し、平成31年4月1日から適用する。 

 （平成31年4月4日「第2条」「第8条」改正） 

附 則 

 この規程は、令和2年4月1日から施行する。 

 （令和2年3月12日「第1条」改正、「第5条第八号・第九号」削除） 

附 則 

 この規程は、令和5年4月13日から施行し、令和5年4月1日から適用する。 

 （令和5年4月13日教授会「第5条」「第7条第2項」改正） 
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取組概要

清和⼤学⼤学等名
清和⼤学数理・データサイエンス・AI教育プログラム教育プログラム名

リテラシーレベル申請レベル
令和８年度申請年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請⽤



2025年度前期授業アンケート

回収率 Q1 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11

情報リテラシー全体 69.92% 4.17 4.20 3.54 3.94 4.05 4.30 4.31 4.13 4.23 3.51

Q1  この授業にどの程度参加しましたか。

    ⑤ すべて参加した ④ 8割以上参加した ③ 半分くらい参加した ② あまり参加しなかった ① ほとんど参加しなかった

Q3  授業の内容はよくわかりましたか。または、授業で目指されるスキルは向上しましたか。

    ⑤ とてもそう思う ④ ややそう思う ③ どちらでもない ② あまりそう思わない ① 全くそう思わない

Q4  この授業の予習または復習をしましたか。

    ⑤ とても当てはまる ④ ある程度当てはまる ③ どちらでもない ② あまり当てはまらない ① 全く当てはまらない

Q5 この授業分野について興味関心が高まりましたか。／今後スキルを向上させたいと思いましたか。

    ⑤ とても当てはまる ④ ある程度当てはまる ③ どちらでもない ② あまり当てはまらない ① 全く当てはまらない

Q6 この授業に満足しましたか。

    ⑤ とても満足した ④ ある程度満足した ③ どちらでもない ② やや不満である ① とても不満である

Q7 シラバス（授業計画）に沿って授業が行われていましたか。

    ⑤ とても当てはまる ④ ある程度当てはまる ③ どちらでもない ② あまり当てはまらない ① 全く当てはまらない

Q8 教員から提供された教材（たとえば配布資料など）は授業の理解に役立ちましたか。

実技科目）教員による助言や指導は、授業で取り組んだスポーツやアクティビティに関する技術レベルの改善・向上に役立ちましたか。

    ⑤ とても役立った ④ ある程度役立った ③ どちらでもない ② あまり役立たなかった ① 全く役立たなかった

Q9 この授業に意欲的に取り組めましたか。

    ⑤ とても当てはまる ④ ある程度当てはまる ③ どちらでもない ② あまり当てはまらない ① 全く当てはまらない

Q10 教員はこの授業の準備・工夫をしていましたか。

    ⑤ とても当てはまる ④ ある程度当てはまる ③ どちらでもない ② あまり当てはまらない ① 全く当てはまらない

Q11 この授業が進む速さは適切でしたか。

    ⑤ 速すぎ ④ やや速い ③ ちょうど良い ② すこし遅い ① 遅すぎ

※ Q1～Q10は⑤の選択肢が、Q11は③の選択肢が「最良」となりますが、数値が高いほど「速すぎ」、低いほど「遅すぎ」となります。


